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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電磁切換弁に好適なシール材を提供する。
【解決手段】往復動するスプールの外周面に形成された
凹溝に装着されるシール材に於て、凹溝の奥部に対応す
る基部８と、基部８からラジアル外方向へ立設された胴
部11と、胴部11のラジアル方向外端に連設された肩部12
と、肩部12からラジアル外方向へ突出状の小頭部13とを
、備えた横断面形状であって、基部８，胴部11，肩部12
，小頭部13の各幅寸法の関係式が成立し、さらに、基部
８と胴部11の段付部９の横断面形状は、アキシャル方向
直線状又はアキシャル外方下傾状若しくはアール形状と
したことを特徴とするシール材。基部８と胴部11と肩部
12と小頭部13とを一体に有し、横断面が縦長形状であっ
て、基部８の幅寸法を十分に大きく設定する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　往復動するスプール（１）の外周面に形成された凹溝（42）に装着されるシール材に於
て、
　上記凹溝（42）の奥部（42ａ）に対応する基部（８）と、該基部（８）からラジアル外
方向へ立設された胴部（11）と、該胴部（11）のラジアル方向外端に連設された肩部（12
）と、該肩部（12）からラジアル外方向へ突出状の小頭部（13）とを、備えた横断面形状
であって、上記基部（８），胴部（11），肩部（12），小頭部（13）の各幅寸法を、Ｗ0 

，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 とすると、
　　Ｗ1 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 

　　Ｗ3 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 

なる関係式が成立し、さらに、上記基部（８）と胴部（11）の段付部（９）の横断面形状
は、アキシャル方向直線状又はアキシャル外方下傾状若しくはアール形状としたことを特
徴とするシール材。
【請求項２】
　上記肩部（12）は、上記胴部（11）に対向する内周側段付部（14）の横断面形状が円弧
凸状又はアキシャル外方上傾状に形成した請求項１記載のシール材。
【請求項３】
　上記基部（８）の内周面（18）の横断面形状が、上記基部（８）の幅寸法Ｗ0 の50％以
上の半径（Ｒ8 ）を有する円弧凸状とした請求項１又は２記載のシール材。
【請求項４】
　上記基部（８）の内周面（18）の横断面形状が、略直線状である請求項１又は２記載の
シール材。
【請求項５】
　横断面における全体高さ寸法をＨ0 とすると、 1.5・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦３・Ｗ0 なる関係式
が成立して、横断面形状がラジアル方向に細長く構成された請求項１，２，３又は４記載
のシール材。
【請求項６】
　横断面における上記胴部（11）の高さ寸法をＨ1 とし、全体高さ寸法をＨ0 とすると、
 0.2・Ｈ0 ≦Ｈ1 ≦0.35・Ｈ0 かつ 1.5・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦３・Ｗ0 なる関係式が成立して、
横断面形状がラジアル方向に細長く構成された請求項１，２，３又は４記載のシール材。
【請求項７】
　上記各寸法Ｗ0 ，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 の間に、次式が成立する請求項１，２，３，４，５
又は６記載のシール材。
　　 0.5・Ｗ0 ≦Ｗ1 ≦ 0.7・Ｗ0 

     0.9・Ｗ0 ≦Ｗ2 ≦ Ｗ0 

　　 0.5・Ｗ0 ≦Ｗ3 ≦ 0.8・Ｗ0 

【請求項８】
　上記胴部（11）と基部（８）と肩部（12）によって、アキシャル外方向に開口状の浅皿
型凹溝部（19（19）が包囲形成されていると共に、シール軸心（Ｌ1 ）方向から見て、多
数本の放射枝状のリブ（20）を上記浅皿型凹溝部（19）に一体に形成した請求項１，２，
３，４，５，６又は７記載のシール材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はシール材に係り、特に、電磁弁等の方向切換弁のスプールに凹設された凹溝に
装着して使用されるシール材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　方向切換弁は、バルブボディー内のスプール孔にスプールを摺動自在に挿入して、スプ
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ールを軸心方向に移動させて、バルブボディーの流体流入ポート，流体吐出ポート等を切
り換えるのに広く使用されている弁である。
【０００３】
　図17に拡大図にて例示するように、スプール41の外周面に形成されたシール用凹溝42内
に、ゴム等の弾性材製シール材43が嵌着（装着）され、バルブボディー44のスプール孔45
の内周面の内、内径寸法Ｄが減少してラップ仕上げ等の研磨加工が施された摺接孔部（ラ
ンド部）46に、軸心方向Ｊに摺動自在に接触して、密封作用を行う。
【０００４】
　バルブホディー44のスプール孔45は、上記摺接孔部（ランド部）46と、勾配面47を介し
て大径に形成され（図外の）ポート部が開設される大径孔部48と、を有し、図17（Ａ）に
示すようにシール材43が大径孔部48に位置するときは、流体がスプール41とスプール孔45
内面との間を通過可能（流れ得る）状態にある。
【０００５】
　そして、図17（Ｂ）のように、スプール41が矢印Ｋにて示すように移動すると、シール
材43は勾配面47を越えて直ちに摺接孔部（ランド部）46に対応する密封位置に切り換わり
、（図外の）隣り合うポートとポートの間の流体の流れが遮断される。
【０００６】
　ところで、従来、このような切換弁のスプール41に使用されてきたシール材43は、図18
に例示するように横断面形状が、同図（ａ）に示す円形のＯリングや、同図（ｂ）及び図
17に示す長円形シール材43（特許文献１参照）、あるいは、図18（ｃ）に示した２連珠形
シール材、同図（ｄ）に示した特殊な小凹窪部49，49を有する略矩形のもの（特許文献２
参照）が、知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平８－１７０７４３号公報
【特許文献２】実開平５－　７９１４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところが、従来の図18（ａ）～（ｄ）のいずれの横断面形状のシール材も、次のような
問題がある。即ち、図17（Ａ）から（Ｂ）へ矢印Ｋ方向にスプール41が移動し、シール材
43が、しだいに縮径する勾配面47と、スプール41外周部との間に、挟まれて噛み込みを生
じ、同図（Ｃ）に示すような「欠け」等の損傷を受けるという問題、及び、上記噛み込み
によってスプール41が正常に矢印Ｊ方向に作動しなくなるという問題がある。
【０００９】
　本発明者等は、従来のシール材43が何故に噛み込みを生じ易いかという疑問に関して多
大な試行錯誤と実験を繰り返した結果、次の事実を究明した。つまり、図17（Ａ）に示す
ように、切換弁の切換途中では瞬間的に激しい流体の流れＦ1 が発生し、シール材43に矢
印Ｍ方向の揚力が発生し、このままで同図（Ｂ）のように勾配面47に到達して、勾配面47
とスプール41の外周部との間でシール材43が挟まれるということである。図18の他のシー
ル材（ａ）（ｃ）（ｄ）についても、同様の現象が発生し、全てのものが「欠け」等の損
傷50を早期に発生したり、スプール作動不良を生じる。
　そこで、本発明は、このような噛み込みを防止して、耐久性を向上し、スプールの作動
不良を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そこで、本発明は、往復動するスプールの外周面に形成された凹溝に装着されるシール
材に於て、上記凹溝の奥部に対応する基部と、該基部からラジアル外方向へ立設された胴
部と、該胴部のラジアル方向外端に連設された肩部と、該肩部からラジアル外方向へ突出
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状の小頭部とを、備えた横断面形状であって、上記基部，胴部，肩部，小頭部の各幅寸法
を、Ｗ0 ，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 とすると、Ｗ1 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 ，Ｗ3 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 なる関係式
が成立し、さらに、上記基部と胴部の段付部の横断面形状は、アキシャル方向直線状又は
アキシャル外方下傾状若しくはアール形状としたものである。
【００１１】
　また、上記肩部は、上記胴部に対向する内周側段付部の横断面形状が円弧凸状又はアキ
シャル外方上傾状に形成したものである。
　また、上記基部の内周面の横断面形状が、上記基部の幅寸法の50％以上の半径を有する
円弧凸状とした。
　また、上記基部の内周面の横断面形状が、略直線状とした。
　また、横断面における全体高さ寸法をＨ0 とすると、 1.5・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦３・Ｗ0 なる
関係式が成立して、横断面形状がラジアル方向に細長く構成されている。
【００１２】
　また、横断面における上記胴部の高さ寸法をＨ1 とし、全体高さ寸法をＨ0 とすると、
 0.2・Ｈ0 ≦Ｈ1 ≦0.35・Ｈ0 かつ 1.5・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦３・Ｗ0 なる関係式が成立して、
横断面形状がラジアル方向に細長く構成されている。
　また、上記各寸法Ｗ0 ，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 の間に、次式が成立する。
　　 0.5・Ｗ0 ≦Ｗ1 ≦ 0.7・Ｗ0 

　　 0.9・Ｗ0 ≦Ｗ2 ≦ Ｗ0 

　　 0.5・Ｗ0 ≦Ｗ3 ≦ 0.8・Ｗ0 

　また、上記胴部と基部と肩部によって、アキシャル外方向に開口状の浅皿型凹溝部が包
囲形成されていると共に、シール軸心方向から見て、多数本の放射枝状のリブを上記浅皿
型凹溝部に一体に形成したものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のシール材によれば、所期目的を達成して、シール材外周側の噛み込みが発生せ
ず、長寿命化を達成できる。そして、電磁方向切換弁等のスプールの円滑な切換作動を長
期間に渡って、実現できる。さらに、従来のシール材の「欠け」によって、発生する流体
機器の作動部（スプールを含む）の不良発生を、有効に防ぐこともできる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す拡大断面図である。
【図２】第１の実施の形態の寸法と形状の説明図である。
【図３】第２の実施の形態を示す拡大断面図である。
【図４】第２の実施の形態の寸法と形状の説明図である。
【図５】第３の実施の形態を示す拡大断面図である。
【図６】第３の実施の形態の寸法と形状の説明図である。
【図７】第４の実施の形態を示す拡大断面図である。
【図８】第４の実施の形態の寸法と形状の説明図である。
【図９】第５の実施の形態を示す正面図である。
【図１０】第５の実施の形態を示す斜視図である。
【図１１】図９のＡ－Ａ拡大断面図である。
【図１２】図９のＢ－Ｂ拡大断面図である。
【図１３】使用状態の一例を示す断面図である。
【図１４】作用説明のための要部拡大断面図である。
【図１５】作用説明のための要部拡大断面図である。
【図１６】作用説明のための要部拡大断面図である。
【図１７】従来例の作用及び構成を説明する要部拡大断面図である。
【図１８】従来例の説明用断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１５】
　以下、実施の形態を示す図面に基づき本発明を詳説する。
　図13に電磁方向切換弁２を示し、バルブボディー３のスプール孔４に、軸心Ｌ1 方向に
往復動可能にスプール１が挿入されている。なお、５は、流体流入ポート，流体吐出ポー
ト等の各種ポートを示し、バルブボディー３に開設され、隣り合うポート間には、従来例
の図17に於て既に説明したと同じ、摺接孔部（ランド部）46がスプール孔４に所定の間隔
をもって配設されている。６はソレノイド、７はスプリングを示す。
【００１６】
　本発明に係るシール材Ｓは、このような切換弁２のスプール１に嵌着（装着）されるも
のであって、例えば、図１と図２に示した第１の実施の形態のシール材Ｓが、スプール１
の外周面に形成された凹溝42に装着された拡大図を、図14～図16に例示する。
【００１７】
　そして、図１，図２の第１の実施の形態、図３，図４の第２の実施の形態、図５，図６
の第３の実施の形態、図７，図８の第４の実施の形態に共通する構成から説明し、その後
、各実施の形態の特徴的な構成について、追加説明する。
【００１８】
　本発明に係るシール材Ｓは、ゴム状弾性体（エラストマー）から構成され、例えば、ニ
トリルゴム，水素化ニトリルゴム，ウレタンゴム，ふっ素ゴム等が使用可能である。
【００１９】
　各実施の形態に於て、スプール１の凹溝42の奥部（溝底側）42ａに対応する基部８を有
し、さらに、この基部８からラジアル外方向へ立設された胴部11を有し、また、胴部11の
ラジアル方向外端に連設された肩部12を有する。しかも、この肩部12からラジアル外方向
へ突出状の小頭部13を有する。
　つまり、シール材Ｓは、横断面形状が、基部８と胴部11と肩部12と小頭部13とを、一体
に有するラジアル方向（上下方向と呼ぶ）に細長状である。
【００２０】
　図２，図４，図６，図８に示すように、基部８，胴部11，肩部12，小頭部13の各々の幅
寸法を、Ｗ0 ，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 とすると、Ｗ1 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 、かつ、Ｗ3 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 

なる関係式が成立するように、設定する。
【００２１】
　さらに、横断面における全体高さ寸法をＨ0 とすると、最大幅を示す基部８の幅寸法Ｗ

0 との関係は次式が成立する。
　即ち、 1.5・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦３・Ｗ0 とする。
　特に、 1.8・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦ 2.5・Ｗ0 とするのが好ましい。このように、シール材Ｓの
横断面形状は、ラジアル方向に細長く構成されている。
【００２２】
　そして、横断面における胴部11の高さ寸法（ラジアル方向の寸法）をＨ1 とすると、前
記全体高さ寸法Ｈ0 との関係は、次のようになっている。
　 0.2・Ｈ0 ≦Ｈ1 ≦0.35・Ｈ0 

【００２３】
　また、基部８，胴部11，肩部12，小頭部13の各幅寸法は、前述のように、各々、Ｗ0 ，
Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 としたが、好ましくは、さらに、次式が成立するように設定する。
　つまり、 0.5・Ｗ0 ≦Ｗ1 ≦ 0.7・Ｗ0 

　　　　　 0.5・Ｗ0 ≦Ｗ3 ≦ 0.8・Ｗ0 

とする。このように、胴部11は左右幅寸法Ｗ1 は小さく、かつ、高さ寸法Ｈ1 は大きいと
いえる。
【００２４】
　次に、図１と図２、及び、図３と図４の第１・第２の実施の形態では、基部８と胴部11
の段付部９の横断面形状は、軸心Ｌ1 と平行な方向───アキシャル方向───に直線状
である。このようにすれば、図13と図14に示すように、流体圧力Ｐを段付部９が受けて、
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凹溝42の奥部（溝底）42ａに向かう押圧力Ｆ8 が基部８に作用し、小頭部13が凹溝42側へ
僅かに動き、噛み込みが有効に防止されつつ、図15から図16のように、勾配部47から摺接
孔部（ランド部）46へ、小頭部13がスムースに摺動する。
【００２５】
　また、図５，図６に示す第３の実施の形態のように、基部８と胴部11の段付部９を、ア
キシャル外方下傾状の勾配面に形成するも、同様の作用効果が発揮される。軸心Ｌ1 に対
する基部８の上面（段付部９）の勾配角度をαとすれば、０°＜α≦45°に設定する。ま
た、図７と図８に示す第４の実施の形態のように、基部８と胴部11の段付部９を、アール
形状（円弧凸型）とするも望ましい。このときも、同様の作用効果が発揮される。
【００２６】
　次に、図１，図２、及び、図５，図６では、肩部12の内周面、即ち、胴部11に対向する
内周側段付部14は、横断面円弧凸状に形成される。あるいは、図３，図４、及び、図７，
図８では、この内周側段付部14は、アキシャル外方上傾状に形成される。つまり、この内
周側段付部14は、軸心Ｌ1 と平行な方向（アキシャル方向）の外方向にしだいに上方へ向
かう上傾ストレート状である。さらに、この段付部14の軸心Ｌ1 に対する傾斜角度をθと
すると、30°≦θ≦60°とする。
【００２７】
　上述のように、肩部12の下面に相当する内周側段付部14の横断面形状を、円弧凸状やア
キシャル外方上傾状とすれば、軸心Ｌ1 と平行な方向にする場合に比べて、ラジアル外方
向への受圧に伴う引伸し外力が小さくなり、図14から図15のように、小頭部13が、亀の頭
を引込めるが如くに、短縮する動きを、邪魔しない。
【００２８】
　次に、図１，図２、及び、図３，図４に於て、基部８の内周面18の横断面形状は、基部
８の幅寸法Ｗ0 の50％強の半径Ｒ8 を有する円弧凸状とする。あるいは、図５と図６に示
すように、 0.5・Ｗ0 ≦Ｒ8 の範囲で、比較的に大きな半径Ｒ8 としても良い。この場合
、基部８の両側面には、ストレート部15，15が形成される。
【００２９】
　また、図７，図８の第４の実施の形態に示すように、基部８の内周面18を、略直線状と
して、軸心Ｌ1 と平行なストレートに形成するも、好ましい。なお、左右両角部には、小
アール状の面取り16，16を形成し、又は、45°面取り16Ａを２点鎖線のように形成するの
が良い。
【００３０】
　ところで、図１～図８に於て例示の基部８、胴部11、肩部12の各々の形状を交互に入れ
換えて、組み合わすことも、自由である（図示省略）。なお、小頭部13は略半円形等の丸
味のある形状が望ましく、噛み込み防止に役に立つ。
【００３１】
　次に、図９，図10、及び、図９のＡ－Ａ拡大断面を示す図11と、図９のＢ－Ｂ拡大断面
を示す図12に示した別の実施の形態について説明すれば、図12は例えば、図１，図２の第
１の実施の形態と同様の構成の横断面を示すのに対し、図11では、十分に断面積が増加し
た形状である。
【００３２】
　即ち、胴部11と基部８と肩部12によって、アキシャル外方向に開口状の浅皿型凹溝部19
，19が、包囲形成されているが、シール軸心Ｌ1 の方向から見て（図９参照）、多数本の
放射枝状のリブ20を、浅皿型凹溝部19に一体に形成して、剛性増大を図っている。なお、
図11では、図12の肩部12の左右最外端と、基部８の左右最外端とを、連結するように、リ
ブ20が浅皿型凹溝部19を完全に埋めている。また、図12の代わりに、前述した図３～図８
等の横断面形状のものをベースとして、リブ20を付加する構成も、自由である。
【００３３】
　次に、上述のように構成された本発明のシール材Ｓの作用と機能と用途及び切換弁２の
内部の構成等について以下説明すると、図13、及び、図14～図16に示すように、スプール
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１の外周面に（台形状の）突条部21が外鍔状に形成され、その中間にシール用凹溝42が、
ラジアル方向に縦長状として、凹設され、ゴム等の弾性材製の本シール材Ｓが嵌着（装着
）され、バルブボディー44のスプール孔45の内、内径寸法Ｄが減少して研磨加工が施され
た摺接孔部（ランド部）46に、軸心方向Ｊに摺動可能に接触して、図16のように、密封状
態となる。
【００３４】
　バルブボディー44のスプール孔45は、摺接孔部（ランド部）46と、（図13のように）ポ
ート５が開設される大径孔部48とを交互に有し、図14に示すようにシール材Ｓが大径孔部
48に対応するときには、流体はスプール１とスプール孔45の内面との間を、通過可能（流
れ得る）状態にある。
【００３５】
　そして、図15に示すように、スプール１が矢印Ｋにて示すように移動すると、シール材
Ｓは、その小頭部13が勾配面47に軽く接しつつ摺動して越えて、図16に示すように、直ち
に摺接孔部（ランド部）46に密に接触して、密封状態を保持し、もって、隣り合うポート
５，５（図13参照）の相互間を遮断し、切換弁２は、例えば、第１出力ポートからの出力
状態、第２出力ポートからの排出状態、あるいは、中立状態等に、切り換わる。
【００３６】
　そして、図14に示すように、スプール１が矢印Ｋ方向に移動し、シール材Ｓが縮径する
勾配面47に接近した際に、激しい流体流れＦ1 が発生したとしても、本発明に係るシール
材Ｓは、流体圧力Ｐを基部８の段付部９が受けて、基部８は押圧力Ｆ8 にて溝底（凹溝奥
部）42ａへ押付けられるように（ラジアル方向に）圧縮弾性変形を起こし、これに伴って
、小頭部13は、（あたかも亀が頭を引込めるような）亀頭引込作動によって、凹溝42の開
口端近傍まで収縮し、図14から図15を越えて、図16の状態に、小頭部13は損傷を受けるこ
となく円滑に切り換わる。なお、図15に示すように、他のポートからの流体圧による流れ
Ｆ2 が存在したとしても、同様に流体圧力Ｐが段付部９に作用して、上記亀頭引込作動を
助長する。
【００３７】
　さらに、肩部12の幅寸法Ｗ2 よりも小頭部13の幅寸法Ｗ3 が小さいので、小頭部13はそ
の弾性変形によって、容易に（図15に示す如く）勾配面47と突条部21との間に挾み込まれ
ることを逃げることが可能であり、かつ、胴部11はその幅寸法Ｗ1 が小さいため、弾性変
形しつつ図15のように弾性的に弯曲変形して、一層、小頭部13の亀頭引込作動を瞬時に助
けることが可能である。このようにして、従来の図18に例示したシール材では、避けるこ
とが困難であった噛み込みと（欠け等の）損傷50（図17参照）を、巧妙に防いでいる。従
って、本発明に係るシール材Ｓは、極めて高速で瞬時に切り換わる電磁切換弁に於ても、
長期間安定した作動を保証し、長寿命である。
【００３８】
　さらに、本発明に係るシール材Ｓは、胴部11及び小頭部13が、その幅寸法Ｗ1 ，Ｗ3 が
小さく、弾性的圧縮変形が容易な構成であるので、スプール孔４の内面への接触面圧は十
分に小さくなり、これに伴って、摺動抵抗も低減でき、シール材Ｓの負荷低減になって、
一層の長寿命化が期待できる。
【００３９】
　本発明は、以上述べたように、往復動するスプール１の外周面に形成された凹溝42に装
着されるシール材に於て、上記凹溝42の奥部42ａに対応する基部８と、該基部８からラジ
アル外方向へ立設された胴部11と、該胴部11のラジアル方向外端に連設された肩部12と、
該肩部12からラジアル外方向へ突出状の小頭部13とを、備えた横断面形状であって、上記
基部８，胴部11，肩部12，小頭部13の各幅寸法を、Ｗ0 ，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 とすると、Ｗ

1 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 ，Ｗ3 ＜Ｗ2 ≦Ｗ0 なる関係式が成立し、さらに、上記基部８と胴部11の
段付部９の横断面形状は、アキシャル方向直線状又はアキシャル外方下傾状若しくはアー
ル形状とした構成であるので、凹溝42の奥部42ａに、基部８は（浮上らずに）常時安定し
て保持され、特に、（図14と図15に示すように）流体圧力Ｐを受けて奥部42ａへ押圧保持
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され、凹溝42の開口部近傍の小頭部13は、亀頭引込作動を起こして、しかも、肉厚（幅寸
法Ｗ1 ）の小さい胴部11はラジアル方向への弾性圧縮変形及び弾性曲げ変形によって、一
層、スプール孔４の内面との挾み込みを回避でき、噛み込みを有効防止できる。これによ
り、従来の欠け等の損傷50（図17（Ｃ）参照）を防止できて、長寿命化を図り得る。かつ
、スプール１の作動不良も発生しない。このように本発明は、電磁切換弁のシール材とし
て、極めて好適である。
【００４０】
　また、上記肩部12は、上記胴部11に対向する内周側段付部14の横断面形状が円弧凸状又
はアキシャル外方上傾状に形成したので、肩部12がラジアル外方向への流体圧力を受けて
移動することを防ぎ、これに伴って、小頭部13がスプール孔４の内面側へ大きく突出して
、噛み込みを生ずることを防止する。
【００４１】
　また、上記基部８の内周面18の横断面形状が、上記基部８の幅寸法Ｗ0 の50％以上の半
径Ｒ8 を有する円弧凸状としたので、基部８がシール材全体の剛性を高め、不意にシール
材が凹溝42の奥部42ａから浮上ってしまうことを防ぎ、スプール孔４との噛み込みを防ぐ
のに寄与できる。
【００４２】
　また、上記基部８の内周面18の横断面形状が、略直線状であるので、基部８がシール材
全体の剛性を高め、不意にシール材が凹溝42の奥部42ａから浮上ってしまうことを防ぎ、
スプール孔４との噛み込みを防ぐのに寄与できる。
【００４３】
　また、横断面における全体高さ寸法をＨ0 とすると、 1.5・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦３・Ｗ0 なる
関係式が成立して、横断面形状がラジアル方向に細長く構成されているので、不意にシー
ル材が凹溝42の奥部42ａから浮上ってしまうことを防ぎ、スプール孔４との噛み込みを防
ぐのに寄与できる。さらに、スプール孔４の内面との接触面圧が低減して、摺動抵抗の低
減が図られ、シール材の寿命も、さらに延びる。
【００４４】
　また、横断面における上記胴部11の高さ寸法をＨ1 とし、全体高さ寸法をＨ0 とすると
、 0.2・Ｈ0 ≦Ｈ1 ≦0.35・Ｈ0 かつ 1.5・Ｗ0 ≦Ｈ0 ≦３・Ｗ0 なる関係式が成立して
、横断面形状がラジアル方向に細長く構成されているので、不意にシール材が凹溝42の奥
部42ａから浮上ってしまうことを防ぎ、スプール孔４との噛み込みを防ぐのに寄与できる
。さらに、スプール孔４の内面との接触面圧が低下し、摺動抵抗が低減して、シール材の
寿命が一層延びる。
【００４５】
　また、上記各寸法Ｗ0 ，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 の間に、 0.5・Ｗ0 ≦Ｗ1 ≦ 0.7・Ｗ0 ， 0
.9・Ｗ0 ≦Ｗ2 ≦ Ｗ0 ，0.5・Ｗ0 ≦Ｗ3 ≦ 0.8・Ｗ0 が成立するように構成したので、
Ｗ1 とＷ3 が十分に小さく設定されて、図15に既述したように、胴部11と小頭部13の弾性
的変形がスムースに行われて、噛み込みを有効に防止でき、かつ、接触面圧の低下と摺動
抵抗の低減が達成できることとなる。
【００４６】
　また、上記胴部11と基部８と肩部12によって、アキシャル外方向に開口状の浅皿型凹溝
部19，19が包囲形成されていると共に、シール軸心Ｌ1 方向から見て、多数本の放射枝状
のリブ20を上記浅皿型凹溝部19に一体に形成したので、シール材としての剛性を必要に応
じて、高めることが容易となる。
【符号の説明】
【００４７】
　Ｓ　シール材
　８　基部
　11　胴部
　12　肩部
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　13　小頭部
　14　段付部
　18　内周面
　19　凹溝部
　20　リブ
　42　凹溝
　42ａ　奥部
　Ｌ1 　軸心
　Ｗ0 ，Ｗ1 ，Ｗ2 ，Ｗ3 　幅寸法
　Ｈ0 ，Ｈ1 　高さ寸法

【図１】 【図２】
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